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軽井沢の自然の中の ドイツ木工

玩具 (エルツおもち ゃ博物館 )

公開勉強会の様子
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た
Ｂ

ｏ
ｏ
ｋ

ｓ
ｈ

ｏ
ｐ
・
ｏ
ｒ
ｇ
が
予
　
コ
ロ
ナ
禍
の
休
業
で
経
営
危
機
に
陥
っ
た
が
、
呼
び
か
け
に
　
痕
を
検
証
す
る
本
、
で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
狙
う
の
で
は
な

い
う
も
の
は
め

っ
た
な
こ
と
一

想
を
上
回
る
好
調
な
出
だ
し
を
切

っ
た
　
応
じ
て
ネ
ッ
ト
販
売
が
増
え
た
大
型
イ
ン
デ
ベ
ン
デ
ン
ト
菫
自　
白
人
至
上
主
義
者
と

く
、
成
長
分
野
で
あ
る
映
像
娯
楽
作
品

な
な
い
」
の
だ
な
と
楽
観
し
一

の
が
、
そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
で
も
注
目
さ
　
店

一ス
ト
ラ
ン
ド
ブ
ツ
ク
ス
」
（ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
　

　

　

　

の
対
話
を
説
く
本
な

の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
業
に
焦
点
を
絞
る

分
も
あ
る
。
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軽
井
沢
の
地
域
特

性
を
掘
り
起
こ
す

前
号

（１２
月
７
日
号
）
に
引
き
続
き
、

軽
井
沢
の
地
域
特
性
に
つ
い
て
語
っ
て

み
た
い
。
軽
井
沢
の
地
域
力
は
、
そ
の

知
名
度
で
あ
る
。
誰
も
が
知
る
別
荘
地

で
あ
リ
リ
ゾ
ー
ト
地
で
も
あ
る
。

人
び
と
が
軽
井
沢

へ
行
く
目
的
は
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
。
観
光

・
宿
泊
・
研
修

・

ゴ
ル
フ
・別
荘
滞
在
、
今
の
時
期
は
ス

キ
ー
な
ど
。最
近
、旅
行
の
考
え
方
と
し

て
逆
三
段
論
法
と
い
う
の
が
あ
る
。
目

的
↓
・場
所
↓
・決
定
と
し
て
思
考
す
る

の
が
ぶ
つ
う
の
三
段
論
法
で
あ
る
が
、

逆
の
場
合
は
、
場
所
↓
目
的
↓
決
定

と
な
る
。

つ
ま
り
場
所
と
し
て
の
軽
井
沢
が
先

に
あ
り
、
目
的
を
後
付
け
し
、出
か
け
る

の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
魅
力
が
軽
井
沢

に
は
あ
る
。
そ
の
地
域
特
性
を
解
明
し

た
い
と
企
画
・主
催
し
た
の
が
、
２
０
２

０
年
１１
月
２１
日
に
行

っ
た

「公
開
勉
強

会
／
軽
井
沢
を
地
域
と
し
た
地
域
づ
く

り
ｏ文
化
ふ
る
さ
と
快
活
事
業
」
で
あ

る
。２

部
構
成
で
行
い
、
第
１
部
が
前
回

（１２
月
７
日
付
）
で
紹
介
し
た
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー

・
山
川
建
夫
氏
に
よ
る
寺

田
寅
彦
の
短
編
随
筆
『
天
災
と
国
防
』

の
朗
読
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
国
際
観

光
地

・
軽
井
沢
の
防
災
や
安
全
安
心
に

対
す
る
警
鐘
と
し
て
の
企
画
で
も
あ

っ

た
。第

２
部
は
、
公
開
勉
強
会
で
、
①
観

光
＆
イ
ベ
ン
ト
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＆
メ

デ
ィ
ア
③
文
芸
＆
ア
ー

ノ
‐‐‐‥‐…‐‐‐‐
‐‐‐‐‐
⑩

ひ別
縛
製
とし

代̈弟・　　　テ暉効暉刹̈
「▼ω

と
②
の
テ
ー
マ
で
は
、
軽
井
沢
に
生
ま

れ
育
ち
、
現
在
経
営
者
と
し
て
活
動
し

て
い
る
若
い
２
人
、
③
で
は
軽
井
沢
で

文
芸
を
深
く
浸
透
さ
せ
る
活
動
を
行

っ

て
い
る
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
３
者
に
対

し
、
東
京
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

で
活
動
し
て
い
る
有
識
者
３
人
を
迎
え

意
見
交
換
し
て
も
ら

っ
た
。

持
続
可
能
な
未
来
に

つ
な
が
る
地
元
力
を

最
初
の
テ
ー
マ
の
「観
光
＆
イ
ベ
ン

‐‐‐‐
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐地
元‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
功
発‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
現

「軽
井
沢
で
地
域
お
こ
し
」
の
意
義

（下
）

佐
藤
建
吉

　

「洸
楓
座
」

も
書
店
が
開
い
て
い
な
い
と
な
る
と
、

ア
マ
ゾ
ン
や
Ｂ
Ｎ

・
Ｃ
Ｏ
ｍ

（大
手
書

店
バ
ー
ン
ズ
＆
ノ
ー
ブ
ル
の
ネ
ッ
ト
販

売
）
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
書
店
か
ら
注

文
す
る
こ
と
に
な
る
。

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、
ア
メ
リ
カ
書
店

協
会
（Ａ
Ｂ
Ａ
）
の
協
力
で
立
ち
上
が

っ

る
３
こ
の
時
期
に
売

れ

た

ノ

ン

フ

ィ
ク

シ

ョ
ン
の
本
に
は
、

組
織
化
さ
れ
た
人
種

差
別
を
是
正
す
る
方

法
を
書
い
た
本
、
ア

メ
リ
カ
の
歴
史
の
爪

渉
を
す
る
に
は
、
出
版
社
側
も
大
き
く

り
、
海
外
に
日
本
の
著
作
を
一

な

っ
て
対
抗
す
る
し
か
な
い
と
い
う
判

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
業
が
で
き
な
，

断
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
と
も
思

っ
た
が
、
ブ
ッ
ク
フ

ち
な
み
に
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー

バ
ル
も
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
の
ツ
ヽ

を
手
放
し
た
親
会
社
ヴ
ァ
イ
ア
コ
ム
Ｃ

え
ば
遠
隔
で
も
催
せ
る
し
、
一

Ｂ
Ｓ
は
、
以
前
よ
リ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
グ

の
編
集
者
と
の
繋
が
り
か
ら
ヽ

ロ
マ
リ
ッ
ト
と
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

相
変
わ
ら
ず
入

っ
て
く
る
の
一

子
氏
に
報
一

は
、
毎
週
‐

番
組
「軽
土

を
行

っ
て
ヽ

識
の
醸
成
二

し
て
実
践
一

く
だ
さ
っ
ユ

を
行

っ
た
一

の
朗
読
活
一

つ
い
て
の
）

こ
の
公
¨

行
わ
れ
、
人

者
で
あ

っ
よ

に
よ
り
、

一

が
で
き
た
一

井
沢
を
見
一

と
軽
井
沢
‐

任
が
自
分
ユ

も
出
さ
れ
、

感
じ
た
。

軽
井
沢
」

で
な
く
国
¨

し
て
の
地
い

Ｇ
７
交
通
〈

卜
な
ど
で
一

第
２
部
で
一

＆
イ

ベ
ン

製
綴

］

卜
」
の
地
元
側
バ
ネ
リ
ス
ト
は
、
エ
ル

ツ
お
も
ち
ゃ
博
物
館
副
館
長
の
土
屋
隆

幸
氏
で
あ
る
。
同
館
で
は
ド
イ
ツ
の
本

工
玩
具
を
導
入
し
て
お
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
前
の
時
節
柄
、
ド
イ
ツ
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
風
車
で
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
報
告

が
あ

っ
た
。
ま
た
、
地
元
商
工
会
の
幹

部
と
し
て
未
来
を
意
識
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い

た
。対

す
る
東
京
側

か
ら
参
加

の
イ

ト
ー

・
ノ
リ
ヒ
サ
氏
は
、
大
型
イ
ベ
ン

ト
を
手
掛
け
て
お
り
、
軽
井
沢
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
の
意
義
と
方
向
性
に
つ
い

て
報
告
を
行

っ
て
も
ら

っ
た
。

２
番
目
の
テ
ー
マ
の

「
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
＆
メ
デ
ィ
ア
」
の
地
元
側
パ
ネ
リ

ス
ト
は
、
軽
井
沢
新
聞
社
の
社
長

・
広

川
美
愛
氏
。
軽
井
沢
の
観
光
や
催
事
、

別
荘
や
そ
の
オ
ー
ナ
ー
の
話
題
な
ど
の

地
元
情
報
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
提
供
し

て
お
り
、
取
材

・
編
集
、
そ
し
て
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
軽
井
沢
ら
し
さ
を

特
徴
と
す
る
数
誌
を
刊
行
し
て
い
る
。

こ
の
テ
ー
マ
で
は
、
文
化
通
信
社
で

「ふ
る
さ
と
新
聞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の

運
営
を
担
当
し
、
全
国
の
地
域
紙
の
発

行
元
や
地
域
力
に
詳
し
い
山
岸
修
氏

に
、
ふ
る
さ
と
情
報
の
重
要
性
と
課
題

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
と
エ
ー
ル
を
い
た

だ
い
た
。

最
後
の
テ
ー
マ

「文
芸
＆
ア
ー
ト
」

で
は
、
軽
井
沢
朗
読
館
の
館
長
で
も
あ

り
、
ま
た
軽
井
沢
町
立
図
書
館
の
名
誉

館
長
と
し
て
月
例
の
朗
読
会
を
行

っ
て

い
る
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
青
木
裕

一・ｒ
糧
覇
一壼
慶謹
菫
．



Iこ

る
ｃ
こ
の
時
期
に
売

れ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ

ョ
ン
の
本
に
は
、

組
織
化
さ
れ
た
人
種

差
別
を
是
正
す
る
方

法
を
書
い
た
本
、
ア

メ
リ
カ
の
歴
史
の
爪

痕
を
検
証
す
る
本
、

卜
」
の
地
元
側
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
エ
ル

ツ
お
も
ち
ゃ
博
物
館
副
館
長
の
土
屋
隆

幸
氏
で
あ
る
。
同
館
で
は
ド
イ
ツ
の
木

工
玩
具
を
導
入
し
て
お
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
前
の
時
節
柄
、
ド
イ
ツ
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
風
車
で
の
国
際
交
流
に
つ
い
て
報
告

が
あ

っ
た
。
ま
た
、
地
元
商
工
会
の
幹

部
と
し
て
未
来
を
意
識
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
い

た
。対

す
る
東
京
側

か
ら
参
加

の
イ

ト
ー

・
ノ
リ
ヒ
サ
氏
は
、
大
型
イ
ベ
ン

ト
を
手
掛
け
て
お
り
、
軽
井
沢
で
の
イ

ベ
ン
ト
開
催
の
意
義
と
方
向
性
に
つ
い

て
報
告
を
行

っ
て
も
ら

っ
た
。

２
番
目
の
テ
ー
マ
の

「
コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ
＆
メ
デ
ィ
ア
」
の
地
元
側
パ
ネ
リ

ス
ト
は
、
軽
井
沢
新
聞
社
の
社
長

・
広

川
美
愛
氏
。
軽
井
沢
の
観
光
や
催
事
、

別
荘
や
そ
の
オ
ー
ナ
ー
の
話
題
な
ど
の

地
元
情
報
を
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
提
供
し

て
お
り
、
取
材

。
編
集
、
そ
し
て
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
軽
井
沢
ら
し
さ
を

渉
を
す
る
に
は
、
出
版
社
側
も
大
き
く

り
、
海
外
に
日
本
の
著
作
を
売
り
込
む

な
っ
て
対
抗
す
る
し
か
な
い
と
い
う
判

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
業
が
で
き
な
く
な
る
か

断
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。　
　
　
　
　
と
も
思

っ
た
が
、
ブ
ッ
ク
フ
竜
ス
テ
ィ

ち
な
み
に
サ
イ
モ
ン
＆
シ
ュ
ス
タ
ー

バ
ル
も
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
の
ツ
■
ル
を
使

を
手
放
し
た
親
会
社
ヴ
ァ
イ
ア
コ
ム
Ｃ

え
ば
遠
隔
で
も
催
せ
る
し
、
知
り
合
い

Ｂ
Ｓ
は
、
以
前
よ
リ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
グ

の
編
集
者
と
の
繋
が
り
か
ら
む
情
報
は

ロ
マ
リ
ッ
ト
と
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

相
変
わ
ら
ず
入

っ
て
く
る
の
で
、
本
と

で
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
狙
う
の
で
は
な

い
う
も
の
は
め

っ
た
な
こ
と
で
は

「死

層
　
白
人
至
上
主
義
者
と

く
、
成
長
分
野
で
あ
る
映
像
娯
楽
作
品

な
な
い
」
の
だ
な
と
楽
観
し
て
い
る
部

一
　

の
対
話
を
説
く
本
な

の
ス
ト
リ
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ミ
ン
グ
業
に
焦
点
を
絞
る

分
も
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。
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特
徴
と
す
る
数
誌
を
刊
行
し
て
い
る
。

こ
の
テ
ー
マ
で
は
、
文
化
通
信
社
で

「ふ
る
さ
と
新
聞
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の

運
営
を
担
当
し
、
全
国
の
地
域
紙
の
発

行
元
や
地
域
力
に
詳
し
い
山
岸
修
氏

に
、
ふ
る
さ
と
情
報
の
重
要
性
と
課
題

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
と
エ
ー
ル
を
い
た

だ
い
た
。

最
後
の
テ
ー
マ

「文
芸
＆
ア
ー
ト
」

で
は
、
軽
井
沢
朗
読
館
の
館
長
で
も
あ

り
、
ま
た
軽
井
沢
町
立
図
書
館
の
名
誉

館
長
と
し
て
月
例
の
朗
読
会
を
行

っ
て

い
る
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
青
木
裕

子
氏
に
報
告
を
い
た
だ
い
た
。
青
木
氏

は
、
毎
週
土
曜
の
夜
に
Ｆ
Ｍ
軽
井
沢
の

番
組
「軽
井
沢

朗
読
散
歩
」
で
も
朗
読

を
行

っ
て
お
り
、
朗
読
に
よ
る
文
芸
意

識
の
醸
成
と
定
着
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
実
践
す
る
思
い
に
つ
い
て
語

っ
て

く
だ
さ

っ
た
。
ま
た
、
第
１
部
で
朗
読

を
行

っ
た
山
川
建
夫
氏
か
ら
は
、
自
身

の
朗
読
活
動
と
軽
井
沢
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
の
逸
話
が
披
露
さ
れ
た
。

こ
の
公
開
勉
強
会
は
、
コ
ロ
ナ
下
で

行
わ
れ
、
全
員
で
２０
人
足
ら
ず
の
参
加

者
で
あ
っ
た
が
、
町
内
外
か
ら
の
参
加

に
よ
り
、
熱
心
で
有
意
義
な
意
見
交
換

が
で
き
た
。
そ
の
中
で
、
古
く
か
ら
軽

井
沢
を
見
て
来
た
方
か
ら
は
、
軽
井
沢

と
軽
井
沢
人
の
ブ
ラ
ン
ド
カ
を
守
る
責

任
が
自
分
た
ち
に
は
あ
る
と
い
う
意
見

も
出
さ
れ
、
地
元
へ
の
愛
着
と
誇
り
を

感
じ
た
。

軽
井
沢
は
、
単
な
る
観
光
地
と
し
て

で
な
く
国
際
会
議
都
市
、
日
本
の
顔
と

し
て
の
地
域
特
性
を
、
２
０
１
６
年
の

Ｇ
７
交
通
会
合
や
１９
年
の
Ｇ
２０
サ
ミ
ッ

ト
な
ど
で
実
践
し
て
い
る
。
第
１
部
＆

第
２
部
で
取
り
上
げ
た

「防
災
、
観
光

＆
イ
ベ
ン
ト
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
＆
メ

が
前
提
だ
。
覚

悟
す
る
時
期
だ

と

感

じ

て

い

る
」
。
幸
介
氏
、

″
隠
居
″
を
公

言

し

て

い

る

が
、
ま
だ
ま
だ

往
年
の
客
気
の

火
は
消
え
な
い

よ
う
だ
。

デ
ィ
ア
、
文
芸
＆
ア
ー
ト
」
は
、
い
わ

ゆ
る
軽
井
沢
の
持
続
可
能
な
未
来
に
つ

な
が
る
地
元
力
発
見
、
同
時
に
地
元
力

定
着
に
貢
献
す
る
事
業
で
は
な
か

っ
た

か
と
自
負
し
て
い
る
。

本
事
業
は
、
「令
和
２
年
度
地
域
づ

く
り
団
体
活
動
支
援
事
業
」
と
し
て
実

施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
各
位
に

お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

¨
　

１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。
¨

¨
東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

一

¨
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

一

¨
（金
属
疲
労
専
攻
）
。
金
属
疲
労

一

一
の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

一

¨
テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

¨

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「鐵
の
道
」
の
製
造

・
販
売
を

企
画
、
す
で
に
１０
件
を
超
え
る

銘
柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。　
一

般
社
団
法
人

「洸
楓
座
」
代
表
。

「全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会

華ビ

理
事

:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::Si

行
雲
流
ボ

某
月
某
日

親
戚
や
義
弟
の
家
族
の
来
訪
も
な

く
、
静
か
な
正
月
元
旦
の
朝
で
あ
る
。

母
と
妻
と
３
人
で

『
味
の
手
帖
』
で
お

世
話
に
な

っ
て
い
る

「
新
宿
凍
」蝦
石

柿
偉
」
と

「金
田
中
」
の
お
節
を
啄
む
。

西
京
味
噌
漬
け
の

「ち
し
ゃ
と
う
」

は
翡
翠

き色
診
茎
を
宝
石
の
翡
翠
に
な
ぞ

ら
え
、
生
鮨
に
し
た

「さ
ご
ち
」
は
鰭

の
若
魚
ゆ
え
成
長
と
と
も
に
名
を
変
え

る
出
世
魚
、
艶
煮
さ
れ
た

「胡
桃
」
は

硬
い
殻
が
家
庭
を
守
る
こ
と
に
由
来
す

る
、
と
目
出
度
き
所
以
を
献
立
表
で
知

る
。
な
る
ほ
ど
、
と
舌
鼓
を
打
つ
。

午
後
は
ポ
ン
友
夫
妻
が
来
訪
。
日
本

酒
、
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
、
ワ
イ
ン
白

・

白

。
赤
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
痛
飲
。

某
月
某
日

午
後
よ
り
仕
事
始
め
。
今
年
は
神
田

明
神
へ
の
初
詣
を
中
止
し
、
ウ
ー
バ
ー

イ
ー
ツ
で
餃
子
と
鶏
唐
揚
げ
、
寿
司
を

取
り
寄
せ
、
ビ
ー
ル
と
到
来
物
の
日
本

酒
で
小
宴
。
歳
暮
の
品
々
を
じ
ゃ
ん
け

ん
大
会
で
分
け
合
う
。

の
ど
か
な
年
明
け
だ
が
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
の
創
業
者
、
伊
藤
雅
俊
さ
ん

は
か
つ
て
著
書
の
中
で
、
株
式
時
価
総

額
は
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
く
ら
い
が
適

正
で
あ
り
、
（９８
年
の
執
筆
当
時
）
米

国
で
１
５
０
％
と
な

っ
て
い
る
の
は
大

恐
慌
前
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
。

１０
年
後
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
を
予
見
し
た
わ
け
で
あ
る
。

山
口
　
健

今
で
言
う

「バ
フ
ェ
ッ
ト
指
標

‐

は
１
０
０
％
超
を

「過
熱
」
と
す
る

コ
ロ
ナ
・バ
ブ
ル
で
米
国
は
１
８
ｏ

我
が
国
も
１
２
５
％
を
超
え
る
危
¨

域
に
達
し
て
い
る
。
バ
ブ
ル
が
弾
】

の
は
時
間
の
問
題
だ
ろ
う
。

某
月
某
日

全
国
地
域
書
店
の
団
体

「書
店
一

会
」
総
会
後
の
記
者
会
見
と
、
「新
風

授
賞
式
に
出
席
す
る
。

総
会
資
料
に
は
、
昨
年
１１
月
ニ

２
ヶ
月
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

フ
ト
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一

展
開
の
様
子
が
写
真
で
紹
介
さ
れ
を

る
。
効
果
測
定
中
で
あ
る
が
、
プ
・

ン
ト
企
画
へ
の
応
募
状
況
で
は
京
”

茨
城
が
突
出
し
て
多
か

っ
た
。
こ

，

大
垣
書
店

。
大
垣
守
弘
社
長
と
ブ
一

エ
ー
ス

・
奥
野
康
作
社
長
の
リ
ー
ぃ

シ
ッ
プ
の
も
と
、
全
社

一
丸
と
な

．

取
り
組
ん
だ
証
左
に
他
な
ら
な
い
ぅ

社
の
数
字
が
楽
し
み
な
こ
と
で
あ
）

新
風
賞
を
受
賞
し
た

『
ぼ
く
は
，

ロ
ー
で
ホ
ワ
イ
ト
で
、
ち
ょ

っ
ヽ

ル
ー
』
の
著
者
、
ブ
レ
デ
ィ
み
か
）

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
，

リ
ス
の
片
田
舎
の
話
が
こ
れ
ほ
ど
一

に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な

っ
た
の
は
、

と
え
に
書
店
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
い

す
と
。
ギ
フ
ト
ブ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ヽ

も
然
り
で
あ
る
が
、
ト

ッ
プ
の
日

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
現
場
の
熱
量
、
当
一

意
識
が
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
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